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次世代育成支援に関する職員アンケート結果 

 

 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」及び「次世代育成支援対策推進法」

に基づく、特定事業主行動計画を策定するに当たり、職員の皆さんの意見を広く反映させ

るため、アンケート調査を実施した。 

 

 ○ 対象職員     全職員（派遣・再任用・嘱託・臨時職員は含まない。） 

人数：2,465 人 

 ○ アンケート回答者数 2,008 人（回収率 81.5％） 

 

 ※ 集計に当たっては、各設問の未回答については集計していないため、必ずしも合計

が回答者数の合計とは一致しない。 

 

 

 

 回答者自身のことについてお伺いします。 

  ○ 性別               ○年齢 

 

 

 

 

 

   

○ 職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男
45%

女
55%

20代以下
25%

30代
23%

40代
30%

50代
21%

60代以上
1%

536

145

192

100

218

632

11

166

事務職

技術職

保育士幼稚園教諭

医師

医療技術職

看護師

保健師

技能労務職
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  ○ 職位 

 

 

 

 

 

  ○ 配偶者の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子育て支援制度の周知及び取得状況についてお伺いします。 

問 1 「大垣市職員活躍応援プラン（第 3期特定事業主行動計画）」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 人事課が作成し、庁内情報システム（Office-PRISM）に掲示している「子育て支援

ハンドブック」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理職以外

89%

管理職

11%

603

549

29

134

683

公務員以外の労働者

公務員

自営等

無職

配偶者なし

知っている

205

知らない

1785

知っている

314

（37.1％）知らない

532

市長部局等（病院以外）

知っている

32

（2.8％）

知らない

1071

庁内情報システ

ムが見られない

60

病院
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問 3 子育てに関する各制度のうち、知っている制度について全てに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 現在、あなたは子どもを養育していますか。養育している場合は、その子の状況に

ついて、あてはまるものに○をつけてください。2 人以上の子を養育している場合は

あてはまるもの全てに○をつけてください。 

              〔養育状況〕 

 

 

 

 

 

 

（問 4で「養育している」と回答した方のみ） 

問 5 あなたは「育児休業」を取得したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養育して

いる

44%

養育して

いない

56%

163

214

490

270

3歳未満

3歳以上義務教育就学前

義務教育就学中

その他

16

514

345

106

取得した

取得しなかった

男性 女性

63％

37％

取得した

3%

取得しなかった

97%

男性

取得した

85%

取得しなかった

15%

女性

90%

52%

83%

20%

11%

15%

47%

50%

52%

87%

34%

24%

25%

26%

育児休業

部分休業

産前・産後休暇

授乳休暇

妊婦の通勤緩和休暇

通院休暇

妻の出産休暇

男性の育児参加休暇

子の看護休暇

子育てなんでも夏季休暇

早出遅出勤務

深夜勤務の制限

時間外勤務の免除

時間外勤務の制限
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（問 5 で「育児休業を取得したことがある」と回答した方のみ） 

問 6 「育児休業」を取得した感想を教えてください。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 6 のうち男性意見） 

 ・一日中育児に専念できてよかった（11） 

 ・職場を長く離れ不安になった（4） 

 ・同僚にも育児休業を取得することを勧めたい（2） 

 ・地域の知り合いができてうれしかった（2） 

・育児休業は今回限りとしたい（0） 

 ・収入が減少し心配になった（1） 

 

（問 5 で「育児休業を取得しなかった」と回答した方のみ） 

問 7 「育児休業」を取得しなかった理由はなぜですか。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

問 6 「育児休業」をより取得しやすくするためには何が必要だと思いますか。（あてはま

るもの 3つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

194（121・73） 

317（158・159） 

（ ）内は男女内訳（男・女） 

 

216

142

201

65

27

151

52

68

55

155

47

14

5

5

1

0

0

5

6

0

14

46

職場が多忙で取得できる状況になかったから

同僚職員など周囲に気をつかったから

周囲に取得した前例がないため

子育てよりも仕事を優先するべきだと思ったから

育児は主に配偶者がすべきだと思うから

配偶者が育児に専念できるから

配偶者以外の家族に育児を任せることができるから

復帰後の職場や仕事の変化に対応できるか不安があるから

昇格などの処遇に影響すると不安だから

収入が減少し、家計に影響するから

その他

男性

女性

（その他意見）

育休を取得する必要がなかった・制度を知らない 等

317

165

186

87

103

5

7

167

20

一日中育児に専念できてよかった

職場を長く離れ不安になった

同僚にも育児休業を取得することを勧めたい

行政が提供する子育て支援サービスを受ける側として

利用し、市民目線を実感することができた

地域の知り合いができてうれしかった

子育てから得られるものは少なかった

育児休業は今回限りとしたい

収入が減少し心配になった

その他
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問 8 「育児休業」は 1 月未満の期間でも取得できることを知っていますか。 

 

 

 

 

 

問 9 自分の職場で育児休業や育児短時間勤務等を取得した職員に対して、どのように感

じますか。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 「育児休業」をより取得しやすくするためには何が必要だと思いますか。（あては

まるもの全て） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  育児休業をより取得しやすくするための意見として、「育児休業中の代替職員の確保」

「職場の同僚の理解」「上司の理解」といったものが多く、育児休業休暇中の業務分担

に関して周囲に負担が行くことに懸念を感じている職員が多い。 

   

知っている

25%

知らない

75%

1587

116

48

1231

110

妊娠・出産・子育ては大切であるので協力したい

理解はするが、正直迷惑だと思う

自分の業務が増えるので取得してほしくない

業務量の見直し等を行うなど、職場内のサポートは必要である

その他

（その他意見）

人員の確保が必要・時短勤務でも帰れていない職員をみる 等

398

539

585

504

532

589

159

163

315

43

481

679

717

491

627

741

226

245

366

32

制度の情報提供

上司の理解

職場の同僚の理解

職員の意識改革

職務分担の配慮、業務上の応援態勢の整備

育児休業中の代替職員の確保

育児休業中の職員に対する市政・職務に関する情報提供

育児休業中又は育児休業から復職する際の研修

育児休業中の職員に対する経済的支援

その他 男性 女性

（その他意見）

人が少なすぎ・ 臨時職員では職員の代替にはならない・

業務そのものを減らす 等



8 

 

問 11 子育て支援のための休暇を、より取得しやすくするためには特に何が必要だと思い

ますか。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働き方改革に関する意識及び状況についてお伺いします。 

問 12 あなたの年次有給休暇を取得する考えを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

問 13 あなたが実際に昨年 1年間に取得した年次有給休暇日数を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 年次休暇を取得することにためらいを感じますか。 

 

                    

 

 

 

437

543

581

382

613

40

615

650

680

393

738

33

休暇制度の情報提供・周知

上司の理解

職場の同僚の理解

取得できる職員自身の意識改革

職務分担の配慮、業務上の応援態勢の整備

その他 男性 女性

（その他意見）

子育ての休暇にかかわらず有給休暇も取得しやすい環境を整える・

人員の確保 等

18%

42%

31%

9%

なるべくたくさん取得する

緊急の場合を想定して余裕を持たせつつ取得する

周りの人が休む程度に取得する

基本的に取得しない

14%

39%

29%

8%

3%

1%

6%

3日以下

4～7日

8～11日

12～15日

16～19日

20日以上

本年採用のため実績なし

感じる

64%

感じない

36%
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（問 14で「ためらいを感じる」と回答した方のみ） 

問 15 ためらいを感じる理由を教えてください。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 年次有給休暇の取得促進のためには何が必要だと思いますか。（あてはまるもの 

全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたの超過勤務についての考え方として、あてはまるもの 1つに〇をつけてく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

問 18 現在、あなたは超過勤務の状況についてあてはまるものに〇をつけてください。 

 

 

                   超過勤務については、少ない方だと感じている 

職員の割合の方が多い。  

971

559

199

439

111

146

15

101

職場に迷惑がかかると感じる

後で多忙になる

上司の理解不足

職場の雰囲気が取得しづらい

評価に影響があるのではと不安になる

用事がないので取得する必要がない

仕事が好きだから休みたくない

その他

（その他意見）

代休すらとれない・休むと仕事がたまる・人員不足

理由を聞かれるので取りづらい 等

1348

725

661

921

911

487

633

907

490

604

117

職場全体の雰囲気づくり

上司の意識改革

上司の率先垂範

柔軟な相互応援体制の整備

計画的に取得できるルールづくり

職場全体の業務予定の早期周知

ゴールデンウィーク、夏季等における連続休暇の取得促進

業務の効率化・簡素化

個人の余暇の充実

家族の記念日や学校行事への参加のための取得促進

その他 （その他意見）

人員の確保・毎月取得する仕組みをつくる 等

39%

56%

4%

1%

できるだけ超過勤務をしない

仕事の状況に応じて超過勤務をする

周りの人程度に超過勤務をする

超過勤務を減らすことは考えていない。

少ない方だ

60%多いが仕方の

ないことだ

28%

多く大変だ

12%
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問 19 あなた又は他の職員の超過勤務が多い理由はなぜだと思いますか。（あてはま 

るものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 超過勤務の縮減のためには何が必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次世代育成支援活動についてお伺いします。 

問 21 子どもに関する地域活動のうち、参加したことのあるものはどれですか。 

（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1469

227

543

207

382

182

業務量が多い

超過勤務をするほうが勤勉であるという雰囲気がある

超過勤務が習慣になっている

超過勤務手当が生活給になっている

定時に帰る職場の雰囲気がない

その他
（その他意見）

人が少ない・急な対応をせまられる・自分の仕

事がおそい 等

351

792

655

544

774

696

26

ＰＴＡ活動

子ども会活動

保育園等の保護者活動

スポーツ少年団などのスポーツ活動

自治会活動

参加したことがない

その他

705

1118

249

120

321

182

416

103

職場全体の雰囲気づくり

業務の効率化、簡素化

上司の意識改革

上司の率先垂範

職員間の適正な業務の割り振り

定時退庁日等の設定（徹底）

個々の職員の意識改革

その他
（その他意見） 人を増やす・仕事を見直す 等 
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問 22 子どもに関する地域活動に、今後参加したいと思いますか。 

 

                          

 

 

 

 

 

 

問 23 仕事をしながら子育てをしやすい環境をつくるために有効だと思うものはどれで

すか。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ その他次世代育成支援に係る提案等のご意見がある場合は、記入してください。 

○ 子供ばかりでは無く、年老いた親に対しての介護に関する為の給与・年休に影響しな

い特別休暇を充実してほしい 

○ 働き方改革は上司の意識で必ず変わります。グレーゾーンを必ずなくす事。 

○ 全員が、働きやすくならない限り、子育ての方も、女性も働きやすくはならないと思

います。 

○ 早出がある時は早く帰るなどのフレックスを認めて欲しい。 

○ 圧倒的な人員不足の状況で働き方も何もない。仕事は減らないのに、「働き方改革」

と言われても、正直困ってしまう。サービス残業が増え、職員にとってはブラック化が

進んだだけでは？と思います。 

ぜひ参加

したい

19%

できれば参

加したい

47%

参加したいと

は思わない

34%

514

557

399

520

389

229

201

270

325

194

146

110

37

701

721

541

672

480

303

311

257

458

188

160

96

34

上司の理解・協力

同僚等の周囲の理解・協力

労働時間の短縮

年次有給休暇の取得促進

福利厚生の充実

職場内託児施設の充実

妊娠中及び出産後の職員に対する諸制度の周知

子どもの出生時における父親の休暇取得促進

子育てをしている職員に対する業務量等の配慮

職場優先の環境や固定的な性別役割分担意識の是正のための取組み

子ども、子育てに関する職員の地域貢献活動の支援

子育て中の職員を対象とした家庭教育に関する学習機会の提供

その他

男性 女性


